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民
が
旧
皮
田
の
身
分
据
え
置
き
や
解
放
令
実
施

の
暫
時
猶
予
を
願
っ
て
い
る
事
例
を
掘
り
起
こ

し
た
三
’
’
１
妬
・
皿
。
以
下
、
本
書
か
ら

の
史
料
引
用
は
史
料
番
号
を
付
す
）
。
西
日
本
各

地
で
発
生
し
た
解
放
令
反
対
一
摸
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
よ
う
な
民
衆
の
差
別
意
識
が
、
和

歌
山
県
で
も
広
範
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
和
歌
山
県
会
議
事
速
記
録
と
和
歌

山
市
会
速
記
録
を
丹
念
に
調
査
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
県
会
と
市
会
に
お
け
る
幾
人
か
の
議
員

の
部
落
問
題
認
識
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域
の
政
治
状
況
の
中

に
部
落
問
題
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
県
会
で
は
非
政
友
会
の
反
主
流
派
が
部
落

問
題
に
積
極
的
な
立
場
に
あ
っ
た
、
と
編
集
担

当
者
は
強
調
し
て
い
る
（
「
解
説
」
）
。
今
後
は
、

県
会
や
和
歌
山
市
会
だ
け
で
は
な
く
、
県
内
の

個
別
市
町
村
会
の
動
向
を
も
視
野
に
入
れ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

第
四
に
、
全
国
的
に
も
最
先
進
県
と
言
わ
れ

て
き
た
融
和
教
育
の
展
開
を
、
多
く
の
史
料
に

よ
っ
て
解
き
明
か
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ

け
、
朝
来
小
学
校
が
発
行
し
た
「
児
童
融
和
教

一
木
書
の
全
体
像

「
ま
も
ろ
う
人
権
な
く
そ
う
差
別
」
「
な
く

そ
う
差
別
み
ん
な
一
つ
の
輪
に
な
っ
て
」
を

統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
「
県
民
み
ん
な
の
同

和
運
動
」
と
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て

き
た
和
歌
山
県
同
和
委
員
会
に
よ
っ
て
、
一
九

九
○
年
以
来
『
和
歌
山
県
同
和
運
動
史
』
の
編

さ
ん
事
業
は
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
本
書
は
、

そ
の
史
料
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。本
書
の
「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、
「
幕
末
か
ら
太

平
洋
戦
争
終
結
時
に
い
た
る
和
歌
山
県
に
お
け

る
被
差
別
部
落
の
実
態
と
同
和
運
動
に
か
か
わ

る
史
料
を
収
録
し
た
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は

書
評

和
歌
山
県
同
和
委
員
会
編

『
和
歌
山
県
同
和
運
動
史
』
史
料
編

育
の
理
論
と
実
際
』
（
一
九
三
六
年
）
に
結
実
さ

れ
る
西
牟
婁
郡
の
富
田
川
筋
融
和
教
育
研
究
会

の
活
動
が
、
ヨ
光
の
朋
の
歌
』
以
下
十
三
番
の

融
和
的
意
味
を
持
つ
音
楽
、
ダ
ン
ス
」
（
五
’
五

ｌ
⑰
）
な
ど
、
児
童
の
情
操
面
に
も
配
慮
し
た

教
材
を
創
作
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

第
五
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
下
の
被
差

別
部
落
の
動
向
を
、
和
歌
山
県
の
特
質
に
即
し

て
解
明
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

和
歌
山
県
同
和
会
が
主
導
し
た
「
満
洲
」
移
民

と
と
も
に
、
北
ボ
ル
ネ
オ
移
民
の
実
態
を
提
示

し
て
い
る
（
六
’
三
１
１
～
７
）
。
こ
れ
は
、
移

民
県
と
し
て
の
和
歌
山
の
特
徴
が
被
差
別
部
落

に
お
い
て
も
貫
徹
し
て
い
る
と
と
も
に
、
日
本

帝
国
主
義
の
対
外
侵
略
に
和
歌
山
県
内
の
被
差

別
部
落
も
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
時
統
制
を
受
け
た
皮
革

産
業
に
つ
い
て
は
、
安
藤
精
一
編
「
和
歌
山
県

皮
革
産
業
史
」
（
和
歌
山
県
製
革
事
業
協
同
組

合
、
一
九
七
三
年
）
の
レ
ベ
ル
を
遥
か
に
凌
駕

す
る
史
料
を
収
録
し
て
い
る
（
六
’
三
ｌ
胡

～
邪
）
。

一
七
九
五
年
（
寛
政
七
）
三
月
か
ら
一
九
四
四

年
（
昭
和
一
九
）
九
月
ま
で
の
史
料
八
三
五
点

を
収
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
凡
例
」
に
嘔
わ

れ
て
い
る
対
象
年
代
と
は
や
や
異
な
る
。

史
料
全
体
は
、
前
史
、
部
落
問
題
の
形
成
、

部
落
改
善
運
動
の
台
頭
、
部
落
解
放
運
動
の
発

展
（
「
凡
例
」
が
「
水
平
運
動
の
発
展
」
と
し
て

い
る
の
は
誤
り
で
あ
る
）
、
融
和
事
業
と
同
和
会

の
活
動
、
戦
時
下
の
融
和
運
動
、
と
い
う
ほ
ぼ

編
年
に
基
づ
い
た
六
つ
の
章
に
分
け
ら
れ
、
各

章
は
い
く
つ
か
の
節
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。さ
ら
に
、
巻
末
に
は
史
料
全
体
を
ま
と
め
る

か
た
ち
で
、
編
集
担
当
者
六
名
の
執
筆
に
よ
る

五
三
頁
分
の
「
解
説
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

藤
井
寿

三
い
く
つ
か
の
批
判

①
史
料
の
タ
イ
ト
ル

評
者
の
勤
務
地
が
田
辺
市
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
田
辺
・
西
牟
婁
地
域
に
関
わ
る
史
料
の
タ

イ
ト
ル
の
付
け
方
に
疑
問
を
抱
く
も
の
が
い
く

つ
か
認
め
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
明
治
一
七
二
八
八
四
）
～
一

八
年
の
二
’
二
１
，
．
，
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
西

ノ
谷
小
学
校
分
校
授
業
生
」
「
西
ノ
谷
小
学
校
分

校
設
置
」
と
し
て
い
る
が
、
明
治
一
七
年
当
時
、

西
牟
婁
郡
西
ノ
谷
村
は
同
郡
の
田
辺
上
屋
敷
町

に
設
置
さ
れ
た
田
辺
小
学
校
の
通
学
区
域
に
含

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
西
ノ
谷
小
学
校
」

な
る
名
称
の
小
学
校
は
存
在
し
て
い
な
い
（
田

辺
第
一
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
『
錦
水
』

一
九
七
八
年
）
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
明
治
三
六

年
の
二
’
二
’
四
は
「
西
谷
特
別
夜
学
校
設
置
」

と
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
は
、
明
治
一
一
二
年
に

設
立
さ
れ
た
西
ノ
谷
小
学
校
の
特
別
夜
学
校
が

被
差
別
部
落
の
大
西
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
タ
イ
ト
ル
は
「
大
西
特
別
夜
学
校

設
置
」
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
三
’
’
－
１
期
は
「
尾
西
・
千
束
の
改

本
書
を
通
読
し
て
、
以
下
の
大
き
な
五
点
の

特
長
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

第
一
に
、
賤
民
解
放
令
二
八
七
一
年
）
前

後
か
ら
日
露
戦
争
二
九
○
四
～
○
五
年
）
以

前
ま
で
を
部
落
問
題
の
形
成
期
に
措
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
近
世
後
期
を
部
落
問
題
形
成
の

前
史
弓
解
説
」
で
は
「
部
落
解
放
運
動
の
前
史
」
）

と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
部
落
問
題
を
単
純
に
封
建
社
会
の
残
淳
と

み
る
の
で
は
な
く
、
近
代
日
本
に
お
い
て
成
立

し
た
固
有
の
社
会
問
題
と
し
て
考
察
し
よ
う
と

す
る
今
日
の
研
究
動
向
に
照
ら
し
て
も
首
肯
で

き
る
。

第
二
に
、
和
歌
山
県
内
に
お
け
る
賎
民
解
放

令
布
達
直
後
の
状
況
を
多
面
的
に
明
ら
か
に
し

た
こ
と
で
あ
る
。
従
来
は
、
ケ
ガ
レ
を
除
去
す

る
た
め
の
「
み
そ
ぎ
」
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が

断
片
的
に
知
ら
れ
て
い
た
（
渡
辺
広
「
末
解
放

部
落
の
形
成
と
展
開
」
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七

七
年
。
芝
英
二
近
世
身
分
制
と
被
差
別
の
民
』

南
部
郷
部
落
問
題
研
究
会
二
九
八
九
年
）
。
本

書
で
は
「
み
そ
ぎ
」
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
村

二
本
書
か
ら
得
る
こ
と
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動
を
お
こ
な
う
こ
と
が
多
く
な
る
が
、
和
歌
山

市
と
田
辺
市
の
二
か
所
が
主
会
場
に
な
っ
て
い

る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
田
辺
市

制
が
施
行
さ
れ
た
の
は
昭
和
一
七
年
五
月
の
こ

と
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
で
は
田
辺
町
が
正
し

い
の
で
あ
る
。
史
料
に
も
「
和
歌
山
県
田
辺
町

浄
行
寺
に
砂
て
宗
教
家
の
融
和
問
題
懇
談
会
を

本
派
一
如
会
の
原
田
慶
範
氏
を
中
心
に
な
し

た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
編
集
担
当

者
の
注
意
不
足
で
あ
る
。

な
お
、
「
解
説
」
で
は
、
編
集
担
当
者
に
よ
っ

て
「
部
落
民
」
と
「
被
差
別
部
落
住
民
」
と
い

う
二
つ
の
用
語
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
評
者
は
、

部
落
問
題
が
固
有
の
民
族
問
題
で
あ
る
か
の
よ

う
な
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
「
部
落
民
」
よ
り

も
、
「
被
差
別
部
落
住
民
」
の
ほ
う
が
妥
当
だ
と

考
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
編
さ
ん
委

員
会
の
責
任
に
お
い
て
表
記
の
統
一
を
図
る
べ

き
で
あ
っ
た
と
思
う
。

③
史
料
の
用
語

史
料
そ
の
も
の
を
熟
読
し
て
気
付
い
た
の

は
、
明
治
四
三
（
’
九
一
○
）
年
一
月
一
一
一
日

の
「
下
芳
養
村
自
彊
会
」
（
三
１
－
－
１
皿
）
に
は
、

被
差
別
部
落
に
対
す
る
差
別
呼
称
が
す
べ
て

善
状
況
」
と
し
て
い
る
が
、
「
尾
西
」
は
「
紀
伊

新
報
』
の
新
聞
記
者
が
独
断
で
命
名
し
た
地
名

で
あ
っ
て
、
史
料
の
タ
イ
ト
ル
に
使
用
す
る
の

は
相
応
し
く
な
い
。
西
ノ
谷
村
の
被
差
別
部
落

の
地
区
名
が
「
大
西
」
で
あ
る
こ
と
は
、
『
和
歌

山
県
田
辺
町
誌
』
二
九
三
○
年
）
を
繕
け
ば
分

か
る
こ
と
で
あ
る
し
、
前
記
の
二
’
二
１
，
は

「
西
ノ
谷
村
支
郷
大
西
ハ
旧
穣
多
村
ト
称
ス
」

と
明
記
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
治
二
六
年
の
一
一
’
一
一
Ｉ
別
は
「
妙

道
寺
住
職
願
」
と
し
て
い
る
が
、
西
牟
婁
郡
朝

来
村
の
大
谷
地
区
の
寺
院
が
「
妙
道
寺
」
の
寺

号
を
得
る
の
は
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
の

こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
は
「
光
妙
寺
」
を

称
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
朝
来
公
民
館
編
・
刊

「
朝
来
風
土
記
』
一
九
八
○
年
）
。
明
治
一
一
六
年

の
時
点
で
は
「
光
妙
寺
」
と
す
る
ほ
う
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

よ
り
大
き
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
の
は
、
大

正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
の
四
’
二
’
昭
が
、

「
牟
婁
新
報
」
の
記
事
タ
イ
ト
ル
「
水
平
運
動

講
演
」
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
「
田
辺
町
近
辺
で
水

平
運
動
講
演
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
講
演
会
の
講
師
は
田
中
邦
太
郎
と
中
岡
兵
四

「
特
殊
部
落
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

同
じ
発
音
の
差
別
呼
称
で
あ
る
と
し
て
も
、
「
特

種
部
落
」
か
ら
「
特
殊
部
落
」
に
変
わ
る
の
は

も
う
少
し
後
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
疑
問

を
持
っ
た
の
で
、
典
拠
史
料
で
あ
る
「
牟
婁
新

報
』
の
前
記
日
付
記
事
を
点
検
し
た
と
こ
ろ
、

や
は
り
「
特
種
部
落
」
で
あ
っ
た
。
ワ
ー
プ
ロ

の
変
換
ミ
ス
で
あ
ろ
う
が
、
「
露
骨
な
差
別
表

現
」
も
「
原
史
料
に
手
を
加
え
ず
、
そ
の
ま
ま

の
か
た
ち
で
収
録
し
た
」
（
「
あ
と
が
き
」
）
と
い

う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
誤
り
は
ま
こ
と
に
惜

し
ま
れ
る
。

ま
た
、
大
正
一
一
一
（
一
九
一
一
三
）
年
八
月
の

「
部
落
解
放
論
」
（
五
’
五
１
８
）
は
、
融
和
運

動
の
先
駆
者
と
し
て
著
名
な
岡
本
弥
の
講
演
要

旨
を
『
牟
婁
新
報
』
か
ら
採
録
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
中
に
朝
鮮
人
に
対
す
る
差
別
呼
称

で
あ
る
「
鮮
人
」
と
い
う
用
語
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
「
解
説
」
で
は
何
の
コ
メ

ン
ト
も
付
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
「
鮮
人
」

と
い
う
差
別
呼
称
を
岡
本
自
身
が
用
い
た
の

か
、
「
牟
婁
新
報
」
の
記
者
が
独
断
で
用
い
た
の

か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
「
解
説
」
で
は
岡
本
に

つ
い
て
、
「
差
別
語
に
対
し
て
き
び
し
い
態
度
を

郎
で
あ
る
が
、
田
中
が
融
和
教
育
の
実
践
者
で

あ
っ
た
こ
と
は
大
庭
宣
尊
「
田
中
邦
太
郎
・
そ

の
融
和
教
育
論
の
軌
跡
」
（
解
放
教
育
史
研
究
会

編
「
被
差
別
部
落
と
教
員
」
所
収
、
明
石
書
店
、

一
九
八
六
年
）
が
詳
述
し
て
い
る
し
、
中
岡
が

被
差
別
部
落
出
身
者
と
し
て
自
主
的
な
融
和
運

動
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
拙
稿
「
末
広
地
区

改
善
の
先
駆
者
Ⅱ
中
岡
兵
四
郎
Ⅱ
」
（
『
く
ち
く

ま
の
」
第
九
五
号
、
’
九
九
三
年
）
が
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
四
’
二
１
冊
を
第
四

章
第
二
節
「
水
平
社
と
糺
弾
闘
争
」
の
中
に
位

置
づ
け
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
水

平
運
動
が
発
展
し
た
時
期
に
、
田
辺
・
西
牟
婁

地
域
の
識
者
が
融
和
運
動
を
も
「
水
平
運
動
」

の
範
嶬
に
入
れ
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
の
意
味

は
、
改
め
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

②
「
解
説
」
の
表
記

明
治
四
四
（
一
九
二
）
年
一
月
か
ら
二
月

に
か
け
て
『
和
歌
山
実
業
新
聞
」
に
連
載
さ
れ

た
「
部
落
改
善
の
状
況
」
（
三
’
二
ｌ
側
）
に
つ

い
て
、
「
解
説
」
で
は
「
冒
頭
の
黒
沢
巡
査
部
長

は
、
三
重
県
名
賀
郡
の
改
善
事
業
に
実
績
を
あ

げ
て
い
た
人
物
と
み
ら
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
三
重
県
の
近
代
部
落
史
研
究
の
基

と
り
、
特
殊
部
落
（
特
種
部
落
）
に
か
わ
っ
て

使
い
始
め
た
細
民
部
落
と
い
う
呼
称
に
抗
議
し

て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に

岡
本
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
の
な
ら
ば
、

「
鮮
人
」
と
い
う
用
語
の
差
別
性
に
つ
い
て
「
解

説
」
の
中
で
当
然
触
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
。
和
歌
山
県
同
和
委
員
会
の
統
一
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
ま
も
ろ
う
人
権
な
く
そ
う
差
別
」
の
キ

ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
人
権
」
と
「
差
別
」
の
国

際
性
が
歴
史
的
に
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

④
史
料
選
択
の
基
準

ま
ず
、
近
世
後
期
を
部
落
問
題
形
成
の
前
史

と
し
て
い
る
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
は
、
そ
の
前
史
の
具
体
的
な
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
目
次
に
よ
れ
ば
、

第
一
章
は
「
差
別
の
強
化
三
幕
末
の
生
業
」
「
解

放
の
め
ば
え
」
と
い
う
三
つ
の
節
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
紀
州
藩
で
は
賎
民
統
制
を
主
眼
と
す

る
法
令
は
天
保
一
二
（
一
八
一
一
一
一
）
年
が
初
発

で
あ
り
、
皮
田
の
人
口
増
加
に
よ
る
平
人
と
の

争
論
（
文
化
一
三
年
Ⅱ
一
八
一
六
）
が
皮
田
自

身
の
生
活
向
上
を
意
識
化
す
る
契
機
に
な
る
と

い
う
の
で
あ
る
か
ら
（
「
解
説
」
）
、
文
化
・
文
政

期
以
降
を
前
史
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る

礎
史
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
『
三
重

県
部
落
史
料
集
（
近
代
篇
）
」
（
三
一
書
房
、
一

九
七
四
年
）
六
○
～
七
二
頁
に
は
、
名
張
警
察

署
長
・
郷
田
弥
九
郎
の
も
と
で
黒
沢
精
一
巡
査

が
部
落
改
善
を
指
導
し
た
姿
が
詳
し
く
描
写
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
黒
川
み
ど
り
「
地
方
改
良

運
動
下
の
部
落
改
善
政
策
」
（
部
落
解
放
研
究
所

編
一
論
集
・
近
代
部
落
問
題
』
所
収
、
解
放
出

版
社
、
一
九
八
六
年
）
も
、
郷
田
Ｉ
黒
沢
ラ
イ

ン
に
よ
っ
て
名
賀
郡
内
で
画
一
的
な
部
落
改
善

団
体
の
自
営
社
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
を
論
じ
て

い
る
。
和
歌
山
県
に
隣
接
す
る
三
重
県
の
近
代

部
落
史
研
究
に
対
し
て
編
集
担
当
者
が
留
意
し

て
い
た
な
ら
ば
、
「
み
ら
れ
る
」
と
い
う
よ
う
な

暖
昧
な
表
記
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で

あ
る
。

ま
た
、
日
高
郡
南
部
町
の
芝
崎
地
区
の
改
善

に
尽
く
し
た
「
藤
木
菊
太
郎
夫
妻
」
（
三
’
一
一
ｌ

胡
）
に
つ
い
て
、
「
解
説
」
が
「
藤
本
巡
査
部
長

夫
妻
」
と
誤
記
し
て
い
る
の
は
残
念
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
七
（
一
九
一
一
三
）
年
六
月
の

「
宗
教
家
融
和
問
題
懇
談
会
」
（
五
’
四
ｌ
響

に
つ
い
て
、
「
解
説
」
で
は
「
和
歌
山
教
区
一
如

会
は
県
同
和
会
と
共
催
で
講
習
会
な
ど
啓
発
活
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編
集
担
当
者
の
意
図
は
よ
く
理
解
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
節
「
幕
末
の
生
業
」

に
寛
政
七
二
七
九
二
年
の
「
荒
廃
田
復
旧

に
動
員
」
二
’
二
１
１
）
な
ど
皮
田
の
農
民
化

を
示
す
史
料
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
は
、
文

化
・
文
政
期
以
降
と
い
う
時
期
設
定
と
の
間
に

ズ
レ
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
紀
ノ
川
筋

の
被
差
別
民
は
中
世
後
期
の
室
町
時
代
に
は
農

民
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
（
渡
辺
広
『
未

解
放
部
落
の
源
流
と
変
遷
』
部
落
問
題
研
究
所
、

一
九
九
四
年
『
皮
田
の
農
民
化
を
前
史
の
メ
ル

ク
マ
ー
ル
の
一
つ
に
す
る
こ
と
は
論
理
的
に
も

無
理
が
あ
る
。

次
に
、
本
書
で
は
被
差
別
部
落
住
民
と
朝
鮮

人
と
の
関
係
を
示
す
史
料
に
つ
い
て
全
く
除
外

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
土
地
調
査

事
業
な
ど
曰
本
帝
国
主
義
の
朝
鮮
半
島
に
対
す

る
植
民
地
支
配
政
策
の
た
め
に
耕
地
を
収
奪
さ

れ
た
多
数
の
朝
鮮
人
が
大
正
年
間
二
九
一
一
一

～
一
一
六
）
、
和
歌
山
県
内
に
も
居
住
を
始
め
た
こ

と
は
「
和
歌
山
県
史
」
近
現
代
一
二
九
八
九

年
）
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

朝
鮮
人
の
労
働
者
と
被
差
別
部
落
の
労
働
者
と

が
大
正
八
二
九
一
九
）
年
二
月
、
日
高
郡
下

研
究
所
編
・
刊
「
水
平
運
動
史
の
研
究
』
第
六

巻
研
究
篇
下
所
収
、
一
九
七
三
年
）
が
詳
述
し

て
い
る
が
、
「
解
説
」
で
は
こ
の
論
考
に
つ
い
て

は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。

仮
に
、
編
集
担
当
者
が
「
農
民
運
動
や
労
働

運
動
は
部
落
解
放
運
動
そ
の
も
の
で
は
な
い
の

だ
か
ら
「
同
和
運
動
史
」
の
史
料
編
に
収
録
す

る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る

の
な
ら
ば
、
そ
の
旨
を
「
解
説
」
に
明
記
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
「
解
説
」
に
は
そ
の
よ
う

な
記
述
は
一
切
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
第
五

章
第
六
節
「
不
況
下
の
部
落
」
に
は
、
五
’
六

ｌ
Ⅳ
「
高
野
山
の
労
働
協
会
発
会
式
」
二
九
一

九
年
）
や
五
’
六
ｌ
閉
「
小
作
料
減
額
紛
擾
の

解
決
」
（
一
九
一
二
年
）
な
ど
被
差
別
部
落
住
民

が
参
加
し
て
い
る
労
働
運
動
・
農
民
運
動
の
史

料
を
収
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
五
’

六
ｌ
躯
「
大
谷
区
民
の
副
業
に
貝
釦
製
造
」
二

九
一
一
三
年
）
を
採
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

被
差
別
部
落
住
民
が
貝
釦
業
に
携
わ
っ
て
い
た

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
高
小
作
争
議
と
田
辺
貝
釦
争
議
を
無
視
す
る

の
は
、
谷
口
・
池
田
両
氏
の
「
和
歌
山
県
水
平

運
動
史
」
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
作
為
が
あ
る

山
路
村
の
日
高
川
水
力
電
気
株
式
会
社
水
力
発

電
所
工
事
の
現
場
で
大
乱
闘
事
件
を
起
こ
し
た

こ
と
は
歴
史
的
事
実
で
あ
る
（
前
掲
『
和
歌
山

県
史
」
近
現
代
一
は
こ
の
事
件
に
つ
い
て
触
れ

て
い
る
が
、
日
本
人
労
働
者
が
被
差
別
部
落
住

民
で
あ
っ
た
こ
と
は
記
し
て
い
な
い
）
。

も
ち
ろ
ん
、
被
差
別
部
落
住
民
と
朝
鮮
人
が
、

帝
国
主
義
国
家
の
「
臣
民
」
と
被
侵
略
者
と
し

て
、
い
か
な
る
場
合
で
も
対
立
関
係
に
あ
っ
た

の
で
は
な
く
、
田
辺
町
内
の
被
差
別
部
落
に
お

い
て
部
落
住
民
と
朝
鮮
人
と
の
感
動
的
な
出
会

い
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
（
鄭

承
博
「
栗
須
七
郎
先
生
と
私
」
「
部
落
解
放
」
第

三
七
九
号
、
一
九
九
四
年
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

被
差
別
部
落
住
民
と
朝
鮮
人
と
の
関
係
を
無
視

す
る
こ
と
は
、
前
記
の
差
別
呼
称
「
鮮
人
」
に

対
す
る
無
自
覚
な
態
度
と
も
表
裏
一
体
で
あ

り
、
在
日
朝
鮮
人
問
題
に
対
す
る
「
和
歌
山
県

同
和
運
動
史
』
の
編
さ
ん
姿
勢
が
「
和
歌
山
県

史
』
近
現
代
一
の
そ
れ
よ
り
も
後
退
し
て
い
る

と
み
な
し
て
も
間
違
い
は
な
か
ろ
う
。

第
三
に
、
前
記
の
五
’
五
１
８
「
部
落
解
放

論
」
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
編
集
担
当
者
は
、

岡
本
弥
の
講
演
と
そ
の
講
演
要
旨
（
「
部
落
解
放

か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
も
そ
の
よ
う
な

意
図
に
基
づ
い
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
文
字

ど
お
り
セ
ク
ト
主
義
の
産
物
で
あ
り
、
大
変
遺

憾
で
あ
る
。

⑤
そ
の
他

二
’
’
１
別
「
御
供
所
畳
売
払
代
金
扱
い
」

は
、
明
治
四
二
八
七
一
）
年
一
一
一
月
に
田
辺

の
大
浜
で
実
施
さ
れ
た
「
み
そ
ぎ
」
の
儀
式
で

費
や
さ
れ
た
金
銭
の
清
算
の
た
め
に
、
翌
年
六

月
、
畳
の
売
却
代
金
を
充
当
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
の
年
紀
を
明
治
四
年
六
月
と
す
る
の

は
誤
り
で
あ
る
。

ま
た
、
二
ｌ
ｌ
ｌ
ｎ
「
戸
籍
法
寄
留
伺
書
」

の
出
典
を
「
田
辺
市
立
図
書
館
所
蔵
安
藤
家

文
書
」
と
し
て
い
る
が
、
安
藤
家
文
書
は
田
辺

市
立
図
書
館
が
保
管
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

所
蔵
者
は
あ
く
ま
で
も
安
藤
晴
夫
氏
個
人
で
あ

る
。
細
か
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
正
確
を
期
さ

れ
る
こ
と
を
望
む
。

色
々
な
批
判
を
並
べ
た
が
、
和
歌
山
県
全
体

の
近
代
部
落
史
を
対
象
に
し
て
史
料
を
収
録
し

た
本
書
の
意
義
が
極
め
て
大
き
い
も
の
で
あ
る

四
お
わ
り
に

論
」
）
を
第
五
章
第
五
節
「
融
和
教
育
の
展
開
」

の
一
部
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
も
そ

も
岡
本
の
講
演
は
大
正
一
一
一
（
一
九
二
一
一
一
）
年

七
月
末
か
ら
八
月
中
旬
に
か
け
て
、
日
高
・
西

牟
婁
・
東
牟
婁
の
三
郡
を
巡
回
す
る
社
会
教
化

講
演
の
一
環
と
し
て
田
辺
中
学
校
で
催
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
融
和
教
育
の
展
開
」

の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
五

’
二
－
９
「
社
会
教
化
巡
回
講
演
会
の
開
催
」

や
五
Ｌ
－
ｌ
ｎ
「
社
会
教
化
巡
回
講
演
の
効
果

と
感
想
」
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
第
五
章
第
二
節
「
和
歌
山
県
同
和
会
の
設

立
と
そ
の
活
動
」
の
一
部
に
入
れ
る
べ
き
な
の

で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
岡
本
の

講
演
活
動
を
立
体
的
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
．

さ
ら
に
、
本
書
で
は
被
差
別
部
落
住
民
が
深

く
関
わ
っ
た
日
高
小
作
争
議
（
一
九
一
一
九
～
三

三
年
）
と
田
辺
貝
釦
争
議
（
一
九
三
○
～
一
一
一
一

年
）
の
史
料
を
全
く
除
外
し
て
い
る
、
と
い
う

大
き
な
問
題
が
あ
る
。
こ
の
両
争
議
に
つ
い
て

は
、
一
九
七
○
年
代
の
和
歌
山
県
近
代
部
落
史

研
究
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
谷
口
幸
男
・
池

田
孝
雄
「
和
歌
山
県
水
平
運
動
史
」
（
部
落
問
題

こ
と
は
、
多
言
を
要
さ
な
い
。
本
書
の
刊
行
を

契
機
と
し
て
、
和
歌
山
県
内
で
は
西
牟
婁
郡
の

串
本
町
で
も
「
同
和
史
』
の
編
さ
ん
が
具
体
化

し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
そ
の
証
左
で

あ
る
。

今
後
は
、
本
書
と
と
も
に
「
水
平
運
動
史
の

研
究
」
全
六
巻
二
九
七
一
～
七
三
年
）
や
全

国
解
放
教
育
研
究
会
編
「
部
落
解
放
教
育
資
料

集
成
」
全
一
三
巻
（
明
治
図
書
、
一
九
七
九
～
八

三
年
）
、
『
田
辺
同
和
史
』
第
三
巻
史
料
編
（
一

九
九
五
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
て
、
幅
広
く
奥

深
い
近
代
部
落
史
像
を
提
起
す
る
「
和
歌
山
県

同
和
運
動
史
』
の
通
史
編
が
編
さ
ん
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

な
お
、
和
歌
山
県
で
は
県
立
の
人
権
資
料
館

を
建
設
す
る
構
想
が
あ
り
（
「
特
集
・
近
代
部
落

史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
『
部
落
解
放
研
究
』
第

一
○
三
号
、
一
九
九
五
年
）
、
部
落
解
放
同
盟
和

歌
山
県
連
合
会
は
第
四
一
回
定
期
大
会
に
お
い

て
和
歌
山
県
部
落
解
放
研
究
所
の
設
立
を
運
動

課
題
に
掲
げ
て
い
る
Ｓ
朝
日
新
聞
』
和
歌
山
版
、

一
九
九
六
年
六
月
二
日
付
）
。
こ
の
よ
う
な
動
向

と
本
書
の
刊
行
と
が
相
ま
っ
て
、
「
人
権
の
世

紀
」
と
称
さ
れ
る
二
一
世
紀
を
展
望
す
る
部
落






